


令和７年度　大阪府資金保管・運用実績

大阪府では、厳しい財政状況から一定脱却しつつある中、公金の安全性を確保しつつ、より有利な運用を行うため、「大阪府資金保管・運用方針」に基づき、効率的な管理に取り組んでいます。
令和７年度の保管・運用実績は以下のとおりです。

■保管・運用の状況

· 市場金利は、米相互関税の発表や高市新内閣発足等の影響により変動はあったが、令和７年12月の日本銀行における政策金利の利上げも影響し、上昇傾向にあった。
· 短期運用は、預金及び債券での運用を実施した。
· 長期運用は、新たに高速道路会社債を運用対象に追加し、計画どおり実施した。
· その結果、本府全体の資金運用額と運用利息の総額は、前年度に比べて大幅に増加した。


━━━━━━━━━━━
主な保管・運用方法
━━━━━━━━━━━

· 当面の支払いに充てる必要のある資金等については、指定金融機関（公営企業会計は出納取扱金融機関）の当座預金等で保管。
· 運用可能な資金については、借入債務等との相殺により保全されている定期性預金又は国債等の元本の償還が確実な債券による運用を実施。
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保管・運用実績（令和7年4月1日～令和8年3月31日）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
第２３表　　　　　　運用種別ごと１日あたりの平均残高及び年間利息
（各項下段（　）は令和8年3月31日現在高）
	
	
	運　　用　　種　　別
	利　息　※１平均利回り
	　
	保　　管
（当座預金等）
※２

	資金種別
	定期性預金
運用
	債　　券
運用
	計
	
	　
	

	
	
	
	
	億円
	万円
	　
	億円

	
	歳計現金・
歳入歳出外現金※３
	1,640
	7,661
	9,301
	416,612
	
	4,390

	
	
	(1,662)
	(6,497)
	(8,159)
	0.448%
	
	(9,752)

	
	基金※４
	0
	47
	47
	5,655
	
	8

	
	
	(0)
	(44)
	(44)
	1.201%
	
	(8)

	
	公営企業会計に
属する資金※５
	61
	92
	152
	8,704
	
	324

	
	
	(0)
	(110)
	(110)
	0.572%
	
	(564)

	令和７年度
	1,700
	7,800
	9,500
	430,970
	
	4,723

	
	(1,662)
	(6,651)
	(8,313)
	0.454%
	
	(10,325)

	対前年度比
	93.9%
	278.5%
	206.0%
	307.8%
	
	51.5%

	
	(90.2%)
	(141.3%)
	(126.9%)
	(149.3%)
	
	(84.9%)

	
	
	
	
	（下段（　）は令和7年3月31日現在高）

	令和６年度
	1,810
	2,801
	4,611
	140,002
	
	9,172

	
	(1,843)
	(4,708)
	(6,551)
	0.304%
	
	(12,156)



※１　　利息は期間中の受取額ではなく、4/1～3/31の期間中の運用利息を日割り計算して算出。
※２　　当座預金等とは、支払い準備等に充てるため保管している当座預金、普通預金などの流動性預金。
※３　　歳計現金とは一般会計及び特別会計に属する地方公共団体の歳入歳出に係る現金をいい、歳入歳出外現金とは契約保証金など歳入歳出予算として予算に計上されない現金のことをいう。また、歳計現金・歳入歳出外現金及び基金（※４を除く）は歳計現金で一括運用している。
※４　　基金（公営企業会計に属する基金を除く）に属する現金を歳計現金で一括運用せずに運用しているものを表示（日本万国博覧会記念公園基金）。
※５　　公営企業会計に属する基金を含む。
※６　　運用・保管を合計した全資金の利回りは、令和７年度0.3034％（令和６年度0.1017％）。
＜参考＞　令和8年3月末現在の都市銀行店頭表示金利（全国平均）
定期性預金（大口定期預金） 0.317％〔１ヶ月〕0.32％〔３ヶ月〕0.365％〔１年〕
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